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(57)【要約】
　【課題】撮影条件および照明条件を再現できるように
する。
　【解決手段】画像登録装置の撮像装置によって基準サ
ンプルを撮像して取得されたマスタ画像があらかじめ記
憶装置４に記憶される。画像照合装置の撮像装置によっ
て上記基準サンプルを撮像することにより基準サンプル
画像が取得される（ステップ21）。記憶装置４に記憶さ
れているマスタ画像と取得した基準サンプル画像とが比
較されて，基準サンプル画像の上記マスタ画像に対する
類似度が算出される（ステップ22）。類似度がしきい値
以上となるように，画像照合装置の撮像装置の撮影条件
および照明装置の照明条件が調整される（ステップ24，
28）。
【選択図】図１４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の撮像装置によって第１の照明装置の照明下で基準サンプルを撮像することにより
上記第１の撮像装置から出力されるマスタ画像データをマスタ画像記憶手段に記憶してお
き，
　第２の撮像装置によって第２の照明装置の照明下で上記基準サンプルを撮像することに
より上記第２の撮像装置から出力される基準サンプル画像データと，上記マスタ画像記憶
手段に記憶されているマスタ画像データとを，類似度算出手段によって比較して上記基準
サンプル画像の上記マスタ画像に対する類似度を算出し，
　算出した上記基準サンプル画像と上記マスタ画像の類似度が近づくように，上記第２の
撮像装置の撮像条件および上記第２の照明装置の照明条件を調整する，
　キャリブレーション方法。
【請求項２】
　上記第１の撮像装置および上記第１の照明装置が，上記第１の撮像装置によって上記第
１の照明装置の照明下で複数の真正品を撮像して出力される真正品画像データを記憶装置
に登録する画像登録装置に設けられ，
　上記第２の撮像装置および上記第２の照明装置が，上記第２の撮像装置によって上記第
２の照明装置の照明下で検査品を撮像して出力される検査品画像データに合致する真正品
画像データが上記記憶装置に存在するかどうかを判断する画像照合装置に設けられている
，
　請求項１に記載のキャリブレーション方法。
【請求項３】
　上記第１の撮像装置および上記第１の照明装置が，上記第１の撮像装置によって上記第
１の照明装置の照明下で複数の第１の真正品を撮像して出力される第１の真正品画像デー
タを第１の記憶装置に登録する第１の画像登録装置に設けられ，
　上記第２の撮像装置および上記第２の照明装置が，上記第２の撮像装置によって上記第
２の照明装置の照明下で複数の第２の真正品を撮像して出力される第２の真正品画像デー
タを第２の記憶装置に登録する第２の画像登録装置に設けられている，
　請求項１に記載のキャリブレーション方法。
【請求項４】
　上記第２の撮像装置が撮影条件を調整可能なものであり，
　上記第２の照明装置が照明条件を調整可能なものである，
　請求項１から３のいずれか一項に記載のキャリブレーション方法。
【請求項５】
　上記照明条件は上記基準サンプルに対する照明角度を含み，上記第２の照明装置が，上
記基準サンプルを撮像する上記第２の撮像装置の光軸を中心にして，オン／オフ制御可能
な複数の光源群を上記基準サンプルを照明する角度を異ならせて配置させたものである，
　請求項４に記載のキャリブレーション方法。
【請求項６】
　上記撮影条件は画像の解像度，撮像装置のシャッタスピードおよび絞り値のうちの少な
くともいずれかを含み，上記第２の撮像装置が画像の解像度，シャッタスピードおよび絞
り値のうちの少なくともいずれか一つを調整可能なものである，
　請求項４に記載のキャリブレーション方法。
【請求項７】
　上記基準サンプルはその表面に複数の微細凸部が形成されているものである，
　請求項１に記載のキャリブレーション方法。
【請求項８】
　第１の撮像装置によって第１の照明装置の照明下で基準サンプルを撮像することにより
上記第１の撮像装置から出力されるマスタ画像データを記憶するマスタ画像記憶手段，お
よび
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　第２の撮像装置によって第２の照明装置の照明下で上記基準サンプルを撮像することに
より上記第２の撮像装置から出力される基準サンプル画像データと，上記マスタ画像記憶
手段に記憶されているマスタ画像データとを比較して，上記基準サンプル画像の上記マス
タ画像に対する類似度を算出する類似度算出手段を備える，
　キャリブレーション装置。
【請求項９】
　撮像装置および照明装置を含み，互いに異なる場所に設置される少なくとも２つの画像
撮像装置についてそれらの撮影条件および照明条件を互いに合わせるために用いられる，
上記照明装置による照明下で上記撮像装置によって撮像されるキャリブレーション用基準
サンプルであって，
　上記撮像装置によって撮像される表面に，複数の微細凸部がランダムにまたは規則的に
形成されている，
　キャリブレーション用基準サンプル。
【請求項１０】
　表面が曲面である，請求項９に記載のキャリブレーション用基準サンプル。
【請求項１１】
　複数の微細凸部のそれぞれが，10μm～1000μm，好ましくは30μm～500μm，より好ま
しくは40μm～200μmの大きさを持つ，
　請求項９または１０に記載のキャリブレーション用基準サンプル。
【請求項１２】
　複数の微細凸部のそれぞれが，５μm～500μm，好ましくは15μm～250μm，より好まし
くは20μm～100μmの高さを持つ，
　請求項９から１１のいずれか一項に記載のキャリブレーション用基準サンプル。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は，キャリブレーション方法，キャリブレーション装置およびキャリブレーシ
ョン用基準サンプルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　製薬会社等で製造される粉末薬を固形化した錠剤の表面の凹凸パターンは全ての錠剤に
ついて固有である。製薬会社等で製造される多数の真正錠剤のそれぞれの画像（真正錠剤
画像）を登録しておき，登録されている多数の真正錠剤画像の中から検査対象（照合対象
）錠剤の画像と同じ真正錠剤画像を検索することで，検査対象の錠剤が真正なものである
かどうかを判定することができる。
【０００３】
　真正錠剤の撮像は典型的には製薬会社で行われ，他方，検査対象の錠剤の撮像は流通過
程（検査会社その他）で行われる。このため，真正錠剤画像の撮像時と検査対象錠剤の撮
像時では撮影環境が一般には同じにならない。異なる環境のそれぞれで撮像を行うと，た
とえ同一錠剤についてそれぞれ取得される２つの画像であっても，その画像中に現れるた
とえば陰影が異なるものになり，検査対象錠剤の画像と同じ真正錠剤画像の検索（照合）
の精度が落ちる可能性が生じる。また，真正錠剤の撮像のみに着目しても，異なる製造ラ
インで真正錠剤が製造される場合には，製造ラインごとに撮影環境が異なることがある。
【０００４】
　特許文献１～５は，画像補正や性能評価などにキャリブレーション用プレート等を用い
るものを記載する。引用文献６は固形薬剤の画像データにおいて印字色と背景色とのコン
トラストを最大にするように照明手段の発光量を制御するものを記載する。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００５】
【特許文献１】特許第５００４２９７号公報
【特許文献２】特開２００９－２９４４６５号公報
【特許文献３】特許第４８００４７９号公報
【特許文献４】特開２０１２－１７３０４５号公報
【特許文献５】特開２００７－７３９２５号公報
【特許文献６】特開２０１０－１９０７８６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら，引用文献１～６のいずれにも異なる場所の撮影環境を同じにすることは
考えられてはいない。
【０００７】
　この発明は，先に行われる物体の撮像時の撮影条件および照明条件を，その後に行われ
る物体の撮像時に再現できるようにすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この発明によるキャリブレーション方法は，第１の撮像装置によって第１の照明装置の
照明下で基準サンプルを撮像することにより上記第１の撮像装置から出力されるマスタ画
像データをマスタ画像記憶手段に記憶しておき，第２の撮像装置によって第２の照明装置
の照明下で上記基準サンプルを撮像することにより上記第２の撮像装置から出力される基
準サンプル画像データと，上記マスタ画像記憶手段に記憶されているマスタ画像データを
類似度算出手段によって比較して上記基準サンプル画像の上記マスタ画像に対する類似度
を算出し，算出した類似度が近づくように上記第２の撮像装置および第２の照明装置を調
整することを特徴とする。
【０００９】
　この発明は，上述したキャリブレーション方法に適するキャリブレーション装置も提供
する。この発明によるキャリブレーション装置は，第１の撮像装置によって第１の照明装
置の照明下で基準サンプルを撮像することにより上記第１の撮像装置から出力されるマス
タ画像データを記憶するマスタ画像記憶手段，および第２の撮像装置によって第２の照明
装置の照明下で上記基準サンプルを撮像することにより上記第２の撮像装置から出力され
る基準サンプル画像データと，上記マスタ画像記憶手段に記憶されているマスタ画像デー
タを比較して，上記基準サンプル画像の上記マスタ画像に対する類似度を算出する類似度
算出手段を備えていることを特徴とする。
【００１０】
　この発明によると，第１の照明装置の照明下で第１の撮像装置により撮像された基準サ
ンプルを表すマスタ画像と，第２の照明装置の照明下で第２の撮像装置により撮像された
基準サンプルを表す基準サンプル画像の類似度が算出される。算出される類似度を，第２
の撮像装置および第２の照明装置のキャリブレーション（調整）に用いることができる。
好ましくは，上記第２の撮像装置が撮影条件（画像解像度，シャッタスピード，絞り値な
ど）を調整可能なものであり，上記第２の照明装置が照明条件（照明角度など）を調整可
能なものである。算出されるマスタ画像と基準サンプル画像の類似度が，第２の撮像装置
の撮像条件および第２の照明装置の照明条件を，第１の撮像装置の撮像条件および第１の
照明装置の照明条件に近づける（一致させることを含む）指針として用いられる。第１の
撮像装置の撮像条件および第１の照明装置の照明条件を，第２の撮像装置および第２の照
明装置において再現することができる。
【００１１】
　一実施態様では，上記第１の撮像装置および上記第１の照明装置が，上記第１の撮像装
置によって上記第１の照明装置の照明下で複数の真正品を撮像して出力される真正品画像
データを記憶装置に登録する画像登録装置に設けられ，上記第２の撮像装置および上記第
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２の照明装置が，上記第２の撮像装置によって上記第２の照明装置の照明下で検査品を撮
像して出力される検査品画像データに合致する真正品画像データが上記記憶装置に存在す
るかどうかを判断する画像照合装置に設けられる。画像登録装置における真正品の撮影時
の撮影条件および照明条件に，画像照合装置における検査品の撮影時の撮影条件および照
明条件を合わせることができる。
【００１２】
　他の実施態様では，上記第１の撮像装置および上記第１の照明装置が，上記第１の撮像
装置によって上記第１の照明装置の照明下で複数の第１の真正品を撮像して出力される第
１の真正品画像データを第１の記憶装置に登録する第１の画像登録装置に設けられ，上記
第２の撮像装置および上記第２の照明装置が，上記第２の撮像装置によって上記第２の照
明装置の照明下で複数の第２の真正品を撮像して出力される第２の真正品画像データを第
２の記憶装置に登録する第２の画像登録装置に設けられている。たとえば，異なる製造ラ
インにおいて第１の真正品および第２の真正品がそれぞれ撮影される場合に，製造ライン
のそれぞれに設置される第１の画像登録装置および第２の画像登録装置の撮影条件および
照明条件を合わせることができる。
【００１３】
　好ましくは，上記照明条件は上記基準サンプルに対する照明角度を含み，上記第２の照
明装置が，上記基準サンプルを撮像する上記第２の撮像装置の光軸を中心にして，オン／
オフ制御可能な複数の光源群を上記基準サンプルを照明する角度を異ならせて配置させた
ものである。様々な照明角度で基準サンプルを照明することができるので，第２の照明装
置の照明条件を第１の照明装置の照明条件に合わせることができる。
【００１４】
　好ましくは，上記撮影条件は画像の解像度，撮像装置のシャッタスピードおよび絞り値
のうちの少なくともいずれかを含み，上記第２の撮像装置が画像の解像度，シャッタスピ
ードおよび絞り値のうちの少なくともいずれか一つを調整可能なものである。第２の撮像
装置の撮像条件の少なくとも一部を，第１の撮像装置の撮像条件に合わせることができる
。
【００１５】
　上記基準サンプルは，一実施態様ではその表面に複数の微細凸部が形成されているもの
である。錠剤表面の凹凸を模した微細凸部が表面に形成された基準サンプルを用いること
で，錠剤の真贋判定に適する撮影条件および照明条件の調整を行うことができる。この発
明は上記基準サンプル，すなわち撮像装置および照明装置を含み，互いに異なる場所に設
置される少なくとも２つの画像撮像装置についてそれらの撮影条件および照明条件を互い
に合わせるために用いられる，上記照明装置による照明下で上記撮像装置によって撮像さ
れるキャリブレーション用基準サンプルも提供する。
【００１６】
　一実施態様では，上記基準サンプルはその表面が曲面である。錠剤の表面が曲面を帯び
ている場合に，その錠剤表面の曲面を模した基準サンプルを用いることで，表面が曲面を
帯びている錠剤の真贋判定に適する撮影条件および照明条件の調整を行うことができる。
【００１７】
　一実施態様では，複数の微細凸部が表面にランダムに配列されている基準サンプルが用
いられる。他の実施態様では，複数の微細凸部が表面に規則的に配列されている基準サン
プルが用いられる。
【００１８】
　複数の微細凸部のそれぞれは，10μｍ～1000μｍ，好ましくは30μｍ～500μｍ，より
好ましくは40μｍ～200μｍの大きさ（直径，幅）を持つ。他の実施態様では，複数の微
細凸部のそれぞれが，５μｍ～500μｍ，好ましくは15μｍ～250μｍ，より好ましくは20
μｍ～100μｍの高さを持つ。基準サンプルを真正錠剤ないし検査錠剤に似せることがで
きる。
【図面の簡単な説明】
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【００１９】
【図１】真贋判定システムの全体的構成を示すブロック図である。
【図２】登録データを示す。
【図３】照明装置の斜視図である。
【図４】照明装置の断面図である。
【図５】（Ａ）は基準サンプルの正面図であり，（Ｂ）は（Ａ）のVB-VB線に沿う断面図
である。
【図６】他の基準サンプルの正面図を示す。
【図７】他の基準サンプルの正面図を示す。
【図８】他の基準サンプルの正面図を示す。
【図９】（Ａ）は他の基準サンプルの正面図であり，（Ｂ）は（Ａ）のIXB-IXB線に沿う
断面図である。
【図１０】他の基準サンプルの正面図を示す。
【図１１】他の基準サンプルの正面図を示す。
【図１２】他の基準サンプルの正面図を示す。
【図１３】他の基準サンプルの側面図を示す。
【図１４】画像照合装置におけるキャリブレーション処理の流れを示すフローチャートで
ある。
【図１５】画像照合装置におけるキャリブレーション処理の他の例を示すフローチャート
である。
【実施例】
【００２０】
　図１は真贋判定システム（検査システム）の全体的構成を示すブロック図である。
【００２１】
　真贋判定システムは，多数の真正の錠剤５Ｔ１，５Ｔ２，５Ｔ３，...のそれぞれを照
明装置３による照明下で撮像装置２によって撮像することによって作成される多数の真正
錠剤画像の中に，検査錠剤を照明装置７による照明下で撮像装置６によって撮像すること
によって作成される検査錠剤画像と同一のもの（または同一と考えられるもの）があるか
どうかを判定するシステムである。検査錠剤画像と同一の真正錠剤画像が，あらかじめ登
録される多数の真正錠剤画像の中に存在すれば，その検査錠剤画像の撮像に用いられた検
査錠剤は真正錠剤であることが判定される。逆に検査錠剤画像と同一の真正錠剤画像が多
数の真正錠剤画像の中に存在しなければ，その検査錠剤画像の撮像に用いられた検査錠剤
は真正錠剤ではない（偽造錠剤である）ことが判定される。
【００２２】
　真贋判定システムは，真正錠剤５Ｔ１，５Ｔ２，５Ｔ３，...のそれぞれを撮像して真
正錠剤画像を作成して登録する登録段階と，検査錠剤を撮像して検査錠剤画像を作成し，
それと同一の真正錠剤画像が多数の真正錠剤画像の中にあるどうかを判定する判定段階と
に大別される。図１において，その上段に，登録段階で用いられる画像登録装置が，下段
に，判定段階で用いられる画像照合装置がそれぞれ示されている。画像登録装置と画像照
合装置とは一般には異なる場所にそれぞれ設置される。
【００２３】
　図１の上段を参照して，画像登録装置は，登録装置１，撮像装置２，照明装置３および
記憶装置４を備えている。登録装置１は，ＣＰＵ，メモリ，ハードディスク等を備えるコ
ンピュータ・システムであり，登録装置用プログラムをハードディスクにインストールし
，これを実行することによってコンピュータ・システムが登録装置１として機能する。
【００２４】
　撮像装置２は，後述する基準サンプルＳと，真正錠剤５Ｔ１，５Ｔ２，５Ｔ３・・（こ
れらの表面）を撮像する撮像素子（ＣＣＤ，ＣＭＯＳ等）を含み，撮像素子に結像した像
を表す画像データを出力する。撮像装置２から出力された基準サンプルＳを表す画像デー
タ，および真正錠剤５Ｔ１，５Ｔ２，５Ｔ３，・・・を表す画像データが登録装置１に入
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力する。真正錠剤５Ｔ１，５Ｔ２，５Ｔ３・・・はいずれも同種の錠剤であり，かつ別個
の錠剤である。
【００２５】
　図２は登録装置１によって作成されて記憶装置４に記憶される登録データ４Ａを示して
いる。
【００２６】
　記憶装置４に記憶される登録データ４Ａは，錠剤種類データ，錠剤ＩＤ，錠剤画像デー
タおよびマスタ画像データを含む。
【００２７】
　製薬会社では同一種類の錠剤（真正錠剤）が多数製造される。錠剤種類データは錠剤の
種類を表す。これに対し，錠剤ＩＤは個々の錠剤のそれぞれに付与されるＩＤであり，同
一種類の多数の錠剤のそれぞれについて別個のＩＤが付与される。錠剤ＩＤによって特定
される個々の錠剤のそれぞれの錠剤画像データが，錠剤ＩＤに対応づけられて登録データ
４Ａに登録される。
【００２８】
　マスタ画像データは，上述した基準サンプルＳの表面を表す画像データであり，錠剤種
類ごとに登録データ４Ａに登録される。一般には基準サンプルＳを撮影することでマスタ
画像を取得した後に，真正錠剤５Ｔ１，５Ｔ２，５Ｔ３，...の撮影に進む。
【００２９】
　図１に戻って，下段に示す画像照合装置（真贋判定装置）は，照合装置５，撮像装置６
および記憶装置４を備える。持ち込まれた検査錠剤が真正錠剤であるか真正錠剤ではない
か（偽造錠剤であるか）が，上述した記憶装置４に記憶された登録データ４Ａを用いて画
像照合装置において照合されかつ判定される。
【００３０】
　照合装置５も，上述した登録装置１と同様に，ＣＰＵ，メモリ，ハードディスク等を備
えるコンピュータ・システムであり，コンピュータ・システムを照合装置５として機能さ
せるプログラムを実行することによって，コンピュータ・システムが照合装置５として機
能する。画像照合装置が備える記憶装置４は，この実施例では上述した画像登録装置が備
える記憶装置４と同一のものとして示されている。たとえば，照合装置５にネットワーク
（インターネットなど）を介して画像登録装置の記憶装置４を接続することによって，画
像照合装置に記憶装置４を含ませることができる。もっとも，記憶装置４に記憶されてい
る登録データ４Ａ（図２）を照合装置５に接続される別の記憶装置にダウンロード（コピ
ー）して記憶させてもよい。
【００３１】
　検査錠剤の撮影に先立って，撮像装置６によって照明装置７による照明下で上述した画
像登録装置において用いられた基準サンプルＳと同じ基準サンプルＳが撮影される。以下
の説明では，画像照合装置において基準サンプルＳを撮影すること取得される画像を「基
準サンプル画像」と呼び，上述した画像登録装置において基準サンプルＳを撮影すること
で取得される「マスタ画像」と区別する。後述するように，画像照合装置において作成さ
れる基準サンプル画像と，画像登録装置において作成されるマスタ画像とに基づいて，マ
スタ画像と同じ基準サンプル画像の取得が試みられる。すなわち，画像照合装置の撮像装
置６の撮影条件（画像解像度，シャッタスピード，絞り値など）の調整と，照明装置７の
照明条件（照明角度など）の調整が繰返されて，これにより基準サンプルＳの撮影時の画
像照合装置の撮像装置６の撮影条件および照明装置７の照明条件が，基準サンプルＳの撮
影時の画像登録装置の撮像装置２の撮影条件および照明装置３の照明条件に合うようにキ
ャリブレーション（調整）される。
【００３２】
　図３は画像照合装置が備える撮像装置６および照明装置７と，基準サンプルＳと，基準
サンプルＳが載置される検査台13の位置関係を示す斜視図である。図４は照明装置７の拡
大断面図を示している。図４において撮像装置６の図示は省略されている。
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【００３３】
　撮像装置６および照明装置７は，基準サンプルＳが置かれる検査台13の上方に配置され
ている。照明装置７は半球形の形状を持つカバー21を備え，その頂点部分に円形のカメラ
孔26があけられている。カバー21の内がわに多数の半導体発光素子（以下，ＬＥＤという
）群22Ａ，22Ｂ，23Ａ，23Ｂ，24Ａ，24Ｂを支持する支持体27が取り付けられている。支
持体27も半球形であり，その頂点部分に円形のカメラ孔28があけられている。
【００３４】
　撮像装置６はカバー21の上方に固定的に設けられ，そのカメラ部分（レンズ部分）がカ
バー21のカメラ孔26および支持体27のカメラ孔28から下方にのぞみ，基準サンプルＳが撮
像される。撮像データ（画像データ）が撮像装置６から照合装置５に取り込まれる。
【００３５】
　ＬＥＤ群22Ａ～24Ｂは，撮像装置６の光軸を中心に，同心円状に三段に配置されている
。ＬＥＤ群22Ａ，22Ｂが上段からの照明を，ＬＥＤ群23Ａ，23Ｂが中段からの照明を，Ｌ
ＥＤ群24Ａ，24Ｂが下段からの照明をそれぞれ担当し，これらのＬＥＤ群22Ａ～24Ｂによ
って基準サンプルＳを異なる照射角度から照射することができる。
【００３６】
　図５（Ａ）は基準サンプルＳの平面図を，図５（Ｂ）は図５（Ａ）のVB-VB線に沿う基
準サンプルＳの断面図をそれぞれ示している。
【００３７】
　基準サンプルＳは，平板状のベース部の表面に微細な凸部11を行方向および列方向に規
則的に並べて多数形成したもので，平面から見ると（図５（Ａ））各凸部11は円形に見え
，かつ隣接する凸部11同士は接触している。平面から視認される円形の各凸部11の直径は
10μｍ～1000μｍ程度であり，その高さ（図５（Ｂ））は５μｍ～500μｍ程度である。
断面から見ると各凸部11は半円形に見える。各凸部11は切削またはエッチングによって形
成される。隣接する凸部11の間には当然に凹部が形成されるので，基準サンプルＳの表面
に凹凸が形成されていると表現することもできる。
【００３８】
　基準サンプルＳの表面に形成される多数の微細凸部11は，上述した真贋判定システムの
画像登録装置によって撮像される真正錠剤５Ｔ１，５Ｔ２，５Ｔ３，...の表面を模した
ものである。しかし，真正錠剤５Ｔ１，５Ｔ２，５Ｔ３，...の表面をそのまま忠実に模
すことは容易ではないので，類似特性の表面凹凸を人工的に形成している。凸部11のサイ
ズは，真正錠剤５Ｔ１，５Ｔ２，５Ｔ３，...の表面の凹凸よりも大きくてもよい。
【００３９】
　多数の微細凸部11が形成された基準サンプルＳの表面に入射する光によって基準サンプ
ルＳの表面には陰影が現れる。この基準サンプルＳを撮影することによって取得される画
像（マスタ画像および基準サンプル画像）にもこの陰影が表われる。マスタ画像と基準サ
ンプル画像の陰影が同じ陰影となるように，画像照合装置の撮像装置６および照明装置７
をキャリブレーション（調整）することで，画像照合装置における撮影環境を，画像登録
装置における撮影環境に合わせることができる。
【００４０】
　図６～図１３は，上述したキャリブレーションのために用いられる基準サンプルの他の
例を示している。
【００４１】
　図６は，上述した微細凸部11が隣接して形成されていない基準サンプルＳ１の正面図を
示している。微細凸部11と微細凸部11の間には，微細凸部11の直径と同等の隙間が設けら
れている。
【００４２】
　図７は，多数の微細凸部11が隣接して形成されている点は図５（Ａ），（Ｂ）に示す基
準サンプル５と同じであるが，一行および一列ごとに，おおよそ微細凸部11の直径の半分
ずつ位置ずれして，各微細凸部11が形成されている基準サンプルＳ２の正面図を示してい
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る。
【００４３】
　図８は，図６および図７に示すパターンを組み合わせたもので，一行および一列ごとに
，おおよそ微細凸部11の直径の半分ずつ位置ずれして各微細凸部11が形成されており，か
つ偶数行については微細凸部11と微細凸部11の間に，微細凸部11の直径と同等の隙間が設
けられている基準サンプルＳ３の正面図を示している。
【００４４】
　図９（Ａ），（Ｂ）に示す基準サンプルＳ４は，多数の微細凸部12が正面から見てほぼ
正方形である点が，正面から見て円形に見える微細凸部11を有する図５（Ａ），（Ｂ）の
基準サンプルＳと異なる。断面から見ると（図９（Ｂ）参照），各微細凸部12はほぼ方形
に見える。微細凸部は四角錐等のその他の形状を持つものであってもよい。四角錐の微細
凸部であれば断面形状は三角形となる。
【００４５】
　図１０は，上述した微細凸部12が隣接して形成されていない基準サンプルＳ５の正面図
を示している。微細凸部12と微細凸部12の間に，微細凸部12の幅と同等の隙間があけられ
ている。
【００４６】
　図１１は，上述した微細凸部11が不規則に形成された基準サンプルＳ６の正面図を示し
ている。図１２はサイズの異なる３種類の微細凸部11ａ，微細凸部11，微細凸部11ｂおよ
び微細凹部11ｃが不規則に形成された基準サンプルＳ７を示している。
【００４７】
　基準サンプルは，真正錠剤５Ｔ１，５Ｔ２，５Ｔ３，...の表面の曲面を模した曲面を
持つベース部の表面に微細凸部を形成したものであってもよい。図１３には，真正錠剤５
Ｔ１，５Ｔ２，５Ｔ３，...の表面の曲面を模した曲面を持つベース部の表面に，多数の
微細凸部11を形成した基準サンプルＳ８を示している。検査台13上への配置を容易にする
ために，基準サンプルＳ８の底面（撮像装置６によって撮像されない範囲）は平らに形成
されている。
【００４８】
　図１４は画像照合装置における撮像装置６および照明装置７のキャリブレーション（調
整）の流れを示すフローチャートである。
【００４９】
　上述したように，基準サンプルＳが検査台13に置かれる。撮像装置６の光軸上に基準サ
ンプルＳの中心が位置するように基準サンプルＳは位置決めされる。照明装置７による照
明の下で，撮像装置６によって基準サンプルＳ（その表面）が撮影される（ステップ21）
。
【００５０】
　記憶装置４に記憶されている登録データ４Ａ（図２）から，基準サンプルＳに対応する
マスタ画像が読み出され，読み出されたマスタ画像と撮影されて取得された基準サンプル
Ｓの画像とが比較される（ステップ22）。比較処理では，たとえばマスタ画像と基準サン
プル画像の類似の程度を表す評価値が算出される。評価値には差分値や相関値を用いるこ
とができ，たとえば差分値の算出にはＳＳＤ（Sum of SquaredDifference），ＳＡＤ（Su
m of Absolute Difference），相関値の算出にはＮＣＣ（Normalized Cross-Correlation
），ＺＮＣＣ（Zero-mean Normalized Cross-Correlation）などの既知のアルゴリズムを
用いることができる。
【００５１】
　所定の第１のしきい値以上の評価値（類似度）が算出されなかった場合（ステップ23で
NO），画像照合装置の操作者によって撮像装置６の撮影条件が調整される。たとえば，画
像解像度，シャッタスピード，絞り値などの調整が行われる（ステップ24）。撮影条件の
調整の後，再び基準サンプルＳの撮影，マスタ画像との比較（評価値の算出）が行われる
（ステップ21～22）。
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【００５２】
　第１のしきい値以上の評価値が算出されると，基準サンプルＳが再度撮影され，マスタ
画像と比較されてマスタ画像と基準サンプル画像の評価値が再度算出される（ステップ26
）。第１のしきい値よりも大きな第２のしきい値が用いられて，第２のしきい値以上の評
価値が算出されたかどうかが判断される（ステップ27）。第１のしきい値と比較される評
価値の算出と，第２のしきい値と比較される評価値の算出には，同一のアルゴリズムを用
いてもよいし，異なるアルゴリズムを用いてもよい。
【００５３】
　第２のしきい値以上の評価値が算出されなかった場合（ステップ27でNO），画像照合装
置の操作者によって照明装置７の照明条件が調整される（ステップ28）。たとえば，照明
装置７に含まれる多数のＬＥＤ群22Ａ～24Ｂのスイッチをオンまたはオフすることで，上
段ＬＥＤ22Ａ，22Ｂのみの照明，中段ＬＥＤ23Ａ，23Ｂのみの照明，下段ＬＥＤ24Ａ，24
Ｂのみの照明などが行われる。照明条件の調整の後，基準サンプルＳの撮影，およびマス
タ画像との比較（評価値の算出）が再度行われる（ステップ25，26）。
【００５４】
　第２のしきい値以上の評価値が算出されることで，撮像装置６および照明装置７の調整
が終了する（ステップ27でYES）。
【００５５】
　撮像装置６および照明装置７の調整を終えると，検査対象（照合対象）の錠剤の撮影に
進む。撮影された検査錠剤の画像と，記憶装置４に記憶されている複数の真正の錠剤画像
（図２参照）との照合処理が行われる。たとえば，検査錠剤の画像と記憶装置４に記憶さ
れている複数の真正錠剤画像のそれぞれの間で画像間の類似の程度を表す相関値が算出さ
れる。所定のしきい値以上の相関値が算出された場合，その真正錠剤画像は検査錠剤の画
像と同じまたは非常に似ていると判断され，検査錠剤は真正錠剤であることが判定される
。所定のしきい値未満の相関値しか算出されなかった場合に，検査錠剤は真正錠剤ではな
い（偽造錠剤である）ことが判定される。
【００５６】
　図１５は画像照合装置における撮像装置６および照明装置７のキャリブレーション（調
整）の処理の他の例を示すフローチャートである。図１４に示すフローチャート中の同一
処理には同一符号を付し，重複説明を省略する。
【００５７】
　図１５に示すフローチャートでは，撮像装置６の調整と照明装置７の調整が同時に行わ
れる（ステップ29）。マスタ画像と基準サンプル画像の類似の程度を表す評価値がしきい
値以上になると，撮像装置６の調整および照明装置７の調整が終了する（ステップ23でYE
S）。
【００５８】
　上述した実施例では，画像登録装置が備える撮像装置２の撮影条件および照明装置３の
照明条件に，画像照合装置が備える撮像装置６の撮影条件および照明装置７の照明条件を
合わせている（近づけている）。もちろん，画像登録装置と画像照合装置の間のみならず
，たとえば一の画像登録装置と他の画像登録装置との間で撮影条件および照明条件を合わ
せる（近づける）ようにしてもよい。たとえば，真正錠剤５Ｔ１，５Ｔ２，５Ｔ３，...
が異なる場所（異なる製造ライン）でそれぞれ製造される場合である。この場合には一の
画像登録装置と他の画像登録装置のそれぞれで基準サンプルＳが撮影され，上述した評価
値（類似度）に応じて，一方の画像登録装置が備える撮像装置の撮影条件および照明装置
の照明条件が，他方の画像登録装置が備える撮像装置の撮影条件および照明装置の照明条
件に合うように調整される。
【符号の説明】
【００５９】
１　登録装置
２，６　撮像装置
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３，７　照明装置
４　記憶装置（マスタ画像記憶手段）
４Ａ　登録データ
５　照合装置（類似度算出手段）
11，11ａ，11ｂ，11ｃ，12　微細凸部
22Ａ，22Ｂ，23Ａ，23Ｂ，24Ａ，24Ｂ　ＬＥＤ群
Ｓ，Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３，Ｓ４，Ｓ５，Ｓ６，Ｓ７，Ｓ８　基準サンプル

【図１】 【図２】
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